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法は大量の瞳療組織が必要とさItることかLニー.脳腫壕の

臨床応用に限界があった.今回,微塵な組織からMGMT

活性を定量化するために,RTIPCR 法で腫壕細胞の

MGMTIllRNA を測定した.RT-f℃R法iこよる mRNA

の測定値は,試料として腫壕組織 10mg程度で充分に

測定可能で,従来の方法による MGMT活性の測定値

と密に相関していた.臨床上,stereotacticbi()psyで

i),膝癌組織の ACNLJ感受性;こ基-jいた選択的化学

療法iこ応用できるものと考えLT〕J,Lた.

0-27) 頭蓋内 GtさrmCellTumorに対する ICE

化学療法を中心 とした新たな治療法の初
期成績

石井 伸明･池田 潤
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【日的】頭蓋内原発旺細胞膜壕を組織型.進輿度.鍾

壕7-力-により.3群に分校 し､新たな化学療法LT)

protくつcolを提唱し治療を行っている.その治頼成績に

ついて報告する.【対象】8例の初発膝癌を対象とした.

genninoma3凧 genllil10mawithSTGC3凧 mature

ter･atomal例,embryonalcarcinomal 例 である.

【方法】全例手術にて組織型を確認後,治療法の選択の

ために3群に分煩した.go(dprognosisgroup(solitary

genllinoma.mat.ureteratoma)は,EP(VP-16/Cf)r)P)

療法を4ツ一､--JL:行い,前者には 24Gyの局所照射を加

えた.pooI･Pr･()gnOSisgroup(embryonalcarcinoma)

には､ICE(l王.lOS､CDDP＼ELrP-16)療法を4㌔6ケ-･･･-′L

行うと同時に 50Gyの局所照射を行った.その他の

illtemlediategrnupには ICE療法を行い 24Gyの局

所照射を追加した.【結果】4例で部分摘乱 4例で全

摘出術を行-､た.embryonalcarcinomaの1例を除き,

化学墳法を放射線照射の前に行い全例 CRの状態とな-.,

た.特に巨大な genllinoma2例は ICl二療法 1ケ一一′し

後直ちに腫壕のほほ完全な縮小をj+た.EP■ICE化学

療法による重篤な副作周はみられなかった.放射線治療

は膝壕再発防止の目的のみで施行している.【結語】放

射線治療に先行する EP.lCE化学療法は頭蓋内陸細胞

魔虜をこ対して有効であった.また,化学療法を放射線療

法に先行させることで照射野の縮小,照射線量の減量も

可能であると思われた.

0-28) ゲりオーてに対する小葉胡渇の効果
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(H的)漢方薬′ト柴朝湯に抗腫療効果や発癌抑制効果

があることが指摘されている.我々も小柴胡港により悪

性グりす一一ての再発病巣が約8木目の経過で消失したと

思われる症例を経験 した.そこで.今回,移植ケりす一･一

てこチリ卜を用い,本刑の抗腫壕効果につき検討を試LLた

ので報告する.

(方法)Wistarrat(3適合)を l)対照群,2)低用

し.授与した.飼料投与7日f]に,:)～.,卜'/り-トーて C6

細胞 2×106個を両後足厳窟皮卜＼移植 し.その後の陸

揚生者率,腫壕増大度及び病理学的変化につき検討した.

(結果)生着率 :対照群1616(loo‰),低用量群18:L

18(10096),高用量群1618(88.9%)であ一､た.膝壌

増大度 :対照群に比 し,低用量群.高相畳群ともに成長

が抑制され 特に高用量群であきt二_)かであー-1た.

(結論1′ト紫朗湯はゲr)+-･･-ての増穂に何LA)か(')機序

で影響を及ぼすものと思われた.

0------29)転移性脳膝噂に 対 す る 術 中 照射噂法の経
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テント上に単発した転移性脳腫壕に対して.術中照射

療法を行った5症例を報告する.

年齢は42-65歳 (平均50歳)女性 l例,男性4例,原

発巣は肺癌3軌 乳癌 1凧 胃癌1例,大きさはl酎羊12--

30nlm,脳表より腫壕中心部までの距離は最深のもので
20mm であった.腫壕全摘出後,Linacを用い 8Meヽ,.

25Gvの電子線を約5分間陸揚摘出部に局所照射 した.

5-28ケ月の術後経過中.局所再発および副作用日工全例
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照射療法と変わりはないが,入院期間を短縮 し患者の

Q.0.Lをより高めるよい方法である.


